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ロ
ニ
ッ
ト
・
マ
タ
ロ
ン

（R
onit M

atalon, 

一
九
五

九
―
二
〇
一
七
年
）。
イ

ス
ラ
エ
ル
、
テ
ル
ア
ビ
ブ

近
郊
の
ガ
ネ
イ
・
テ
ィ
ク

ヴ
ァ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
作

家
。
両
親
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
移
民
。
大
学
卒
業
後
は

ハ
ア
レ
ツ
紙
の
記
者
と
し
て
一
九
八
七
年
か
ら
九
三
年

ま
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
占
領
地
域
を
担
当
、
当
時
第
一

次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
が
勃
発
し
、
混
乱
の
最
中
に
あ

っ
た
ガ
ザ
を
中
心
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
な
ど
で
も
取
材

を
行
っ
た
。
後
に
作
家
に
転
身
し
、
ハ
イ
フ
ァ
大
学
や

テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
二
〇
一
七
年
十
二

月
、
癌
に
よ
っ
て
五
八
歳
と
い
う
若
さ
で
死
去
し
た
。

ロ
ニ
ッ
ト
・
マ
タ
ロ
ン
は
人
気
作
家
で
あ
っ
た
と
同

時
に
活
動
家
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
。
ガ
ザ
で
の

取
材
経
験
や
自
ら
の
「
ア
ラ
ブ
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の

「
ア
ラ
ブ
」、「
女
性
」
に
関
し
て
の
論
陣
を
張
っ
た
。

例
え
ば
ル
・
モ
ン
ド
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
状
態
で
民
主
的
な
性
質
を

失
っ
て
い
る
と
、
政
権
を
批
判
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

本
作
「
写
真
（H

a-Tatslom

）」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
『
祖
国
の
中
の
異
邦
人
（Zarim
 ba-bayit

）』

（
一
九
九
二
年
）
は
彼
女
の
本
格
的
な
デ
ビ
ュ
ー
作
で

あ
る（
実
際
の
デ
ビ
ュ
ー
は
テ
ィ
ー
ン
向
け
の
小
説『
蛇

の
葬
式
で
始
ま
る
お
話
（Sipur she-m

atḥil bi-levayah 

shel naḥash

）』（
一
九
九
八
年
））。
彼
女
の
作
品
の
主

役
は
自
分
と
同
じ
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
ム
（
中
東
諸
国
出
身
の

ユ
ダ
ヤ
人
）
で
あ
る
。
マ
タ
ロ
ン
は
、
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
ム

の
支
援
に
身
を
投
じ
て
家
族
を
顧
み
な
か
っ
た
父
と
、

三
人
の
子
を
養
う
た
め
に
苦
労
し
た
母
と
の
個
人
的
な

思
い
出
が
自
分
の
執
筆
の
原
動
力
だ
と
語
っ
て
い
た
。

彼
女
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
長
編
『
私
た
ち
が
直
面

し
て
い
る
こ
と（Ze ‘im

 ha-panim
 elenu

）』（
一
九
九
五

年
）、『
私
た
ち
の
足
音
（Ḳ

ol tseʻadenu

）』（
二
〇
〇
八

年
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
底
辺
で
生
き
る
ミ
ズ
ラ

ヒ
ー
ム
女
性
の
生
に
焦
点
が
お
か
れ
て
い
る
。特
に『
私

た
ち
の
足
音
』
は
、
自
伝
的
な
側
面
を
持
ち
、
生
き
て

行
く
た
め
に
二
つ
の
仕
事
を
掛
け
持
っ
て
働
く
母
親
を

そ
の
娘
の
視
点
か
ら
描
い
た
。ま
た
同
じ
く
長
編
の『
サ

ラ
、
サ
ラ
（Ṣarah ṣarah

）』（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、

結
婚
生
活
の
破
綻
、
同
性
愛
、
母
性
愛
な
ど
様
々
な
愛

の
形
を
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
抵
抗
運
動
に
没
入
す
る
ユ
ダ

ヤ
人
女
性
活
動
家
を
中
心
と
し
た
人
間
関
係
の
中
で
表

し
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
中
編
『
そ
う
し
て
花
嫁
は

ド
ア
を
閉
め
た
（Ṿeha-kalah sagrah et ha-delet
）』

（
二
〇
一
六
年
）
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
権
威
あ
る
文
学
賞

の
一
つ
、ブ
レ
ン
ネ
ル
賞
を
受
賞
し
た（
受
賞
が
決
ま
っ

た
の
は
彼
女
の
死
の
前
日
で
あ
っ
た
）。

今
回
訳
出
し
た
「
写
真
」
は
、
第
一
次
イ
ン
テ
ィ

フ
ァ
ー
ダ
で
犠
牲
に
な
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
友
人
宅

を
弔
問
に
訪
れ
る
「
私
」
の
物
語
で
あ
る
。
も
し
か
す

る
と
動
乱
の
さ
な
か
、
ガ
ザ
で
取
材
を
行
っ
た
マ
タ
ロ

ン
自
身
の
経
験
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
物
語
で

そ
う
し
た
背
景
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
友

人
の
死
の
経
緯
も
詳
し
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
読

者
は
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、「
私
」
の
弔
問
が
、

同
時
に
事
件
の
取
材
の
側
面
を
持
つ
こ
と
に
気
が
付

く
。
断
片
を
つ
な
い
だ
よ
う
な
物
語
の
間
に
哲
学
的
な

問
い
が
脈
絡
も
な
く
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
訳
出
に
は
相

当
の
時
間
を
費
や
し
た
。

マ
タ
ロ
ン
は
作
品
の
執
筆
に
お
い
て
、
物
語
を
「
可

視
化
」
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ガ
ザ
で
の
取
材
時
の
経
験
で
、
マ
タ
ロ
ン
は
写
真

が
持
つ
力
が
絶
大
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。
そ
こ
で
彼
女

は
「
写
真
」
用
い
て
視
覚
的
な
物
語
を
描
こ
う
と
試
み

た
。
同
時
期
（
一
九
八
八
年
）
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ロ
ラ

ン
・
バ
ル
ト
の
写
真
論
『
明
る
い
部
屋
（La cham

bre 

claire

）』（
一
九
八
三
年
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
、

彼
女
の
創
作
に
影
響
を
与
え
た
と
分
析
す
る
研
究
も
あ

る
。
本
作
に
も
い
く
つ
か
の
写
真
と
そ
こ
に
投
影
さ
れ

た
死
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
私
」
が
友
人
と
し
て
訪

れ
た
故
人
の
家
で
、
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
は
血
に

解

説

細
田 

和
江
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ま
み
れ
た
死
体
の
写
真
で
は
な
く
、
彼
の
生
き
た
証
と

し
て
の
写
真
で
あ
る
。
つ
ま
り
モ
ノ
で
あ
る
写
真
自
体

の
「
生
死
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
私
」

は
友
人
の
家
の
壁
に
死
ん
だ
男
の
顔
の
幻
影
を
見
、
夫

と
と
も
に
亡
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
新
妻
の
家
で
部

屋
に
飾
ら
れ
た
聖
母
子
像
に
女
性
の
幻
影
を
見
出
し
て

い
た
。

マ
タ
ロ
ン
は
小
説
の
中
で
写
真
や
イ
メ
ー
ジ
を
「
描

く
」
こ
と
に
繰
り
返
し
挑
ん
で
い
た
。
本
作
の
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
た
ガ
ザ
で
対
面
し
た
死
に
つ
い
て
は
、
文
学

作
品
だ
け
で
は
な
く
二
〇
〇
一
年
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ

イ
集
『
読
み
書
き
（Ḳ

ero u-khetov

）』
で
も
扱
っ
て

お
り
、
彼
女
に
と
っ
て
は
忘
れ
が
た
い
経
験
と
し
て
刻

ま
れ
て
い
た
。

市
井
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
や
中
東
諸
国
か
ら
移
民
し
て

き
た
女
た
ち
を
、
傍
で
「
観
察
」
し
、
そ
の
苦
悩
を
共

有
し
作
品
と
し
て
昇
華
し
た
マ
タ
ロ
ン
は
、や
は
り『
エ

ジ
プ
ト
小
説
（ha-R

om
an ha-M

itsri

）』（
二
〇
一
五

年
）
で
自
ら
の
出
自
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
作
品
を
発
表

し
た
オ
ル
リ
ー
・
カ
ス
テ
ル
＝
ブ
ル
ー
ム
（
一
九
六
〇

年
―
）
と
並
び
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
代
表
す
る
女
性
作
家

と
な
っ
た
。
彼
女
の
死
後
、書
き
か
け
だ
っ
た
中
編『
雪

（Sheleg

）』（
二
〇
一
九
年
）
が
未
完
の
ま
ま
出
版
さ

れ
た
も
の
の
、
作
家
と
し
て
円
熟
期
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
突
然
こ
の
世
を
去
っ
た
マ
タ
ロ
ン
が
新
た
な
作
品
を

紡
ぐ
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
彼
女
が
発
表
し
た
作

品
の
中
に
は
、彼
の
地
の
女
性
た
ち
や
ミ
ズ
ラ
ヒ
ー
ム
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
「
声
」
が
響
き
続
け
る
だ
ろ
う
。


